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オープンハイブリッドクラウド

Red Hat Open Innovation Labs

ハイブリッドクラウド

基盤

クラウドネイティブ

アプリケーション基盤

クラウドに対応した

管理と自動化

クラウドの選択に自由を





で広がる新世界

マイクロサービス間の通信を統一
的な仕組みで制御。

複雑化したマイクロサービスの課
題を解決。

「非常駐型プロセス」をイベントに
よって制御。
プロセスのオートスケールを提供。

学習 推論に利用する リソー
スを制御。

リソースの効率化を提供。



コンテナによる アプリ開発



アプリ開発におけるトレンド

・基本的な学習タスクの効率化に注力
・クラウドサービスの利用に注目
・より難しい学習による、精度競争はいまも継続中

・画像＋自然言語といった組み合わせの複雑なモデル開発
・高速な並列データ処理が可能なGPUの利用

1. 精度競争は落ち着きつつある

2. 応用技術への展開が加速

AI/MLアプリ開発におけるコンテナの活用

バージョン管理からの開放 アプリ開発のパイプライン リソースの自由な選択



アプリ開発を行う際の課題

アプリケーションを作成する以前に、GPUドライバ、ライブラリ、DLフレームワークなど
の依存関係を正しく管理するための高度な専門性が必要
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バージョンの依存関係
を正しく管理



文章要約

翻訳
A▶あ

音声認識

依存関係を動的に判別し、コンテナ起動時に適切なライブラリのマウントを行う。

物体検知

バージョンの
密結合 起動時に

適切なライブラリを接続



のコンテナレジストリサービスにより や の複雑な環境構築や構築工数から開発者を開放

参考: http://www.atmarkit.co.jp/ait/articles/1710/30/news058.html

フレームワークがすぐに利用可能

がチューニング、テスト、動作確認済み
フレームワークは、最新の 上

で高速に学習が行えるようチューニング。

最新の環境
はライブラリ、ドライバ、コンテナを継続

的に最適化し、更新プログラムを毎月提供。



アプリ開発におけるパイプラインの構築もコンテナによる制御が主流に

https://medium.com/intuitionmachine/google-and-ubers-best-practices-for-deep-learning-58488a8899b6

モデルを作った後の展開や
トレーニングの繰り返しを行う仕組みが必要



コンテナ化による自由な リソースの選択

ユーザーは環境が異なるごとにアプリケーションをインストールする必要はなく、どの環境において
も同等のワークロードを実行し、そのシミュレーション結果を得ることを実現する。

クラウドプロバイダーによる
GPUインスタンス

Public CloudOn-Premise

オンプレに専有した高性能な
GPUリソース



スケジューリングの詳細



✓ Joint collaboration with strategic partners for 

drivers, plugins and container images 

✓ Device Manager GA 

✓ Scheduler: Priority and preemption 

✓ Seamless install experience of drivers, 

plugins and dependencies

✓ Container images in RHCC/ISV Registry 

✓ Certifications and support  



spec:
containers:

- name: gpu-container
image: nvidia/cuda
command: ["sh", "-c", "nvidia-smi]
resources:

limits:
nvidia.com/gpu: 2



※現時点では をリクエストしない
には全 を してしまう。

などを利用して、
「 」を強
制追加して対応。

を割り当て

リソースが空いているノードの選択

の提供

に従い、
リソースをマウント



では、ノードレベルでの である「 」によって、 の
スケジューリングを実装し、 とコンテナをバインドします。

ドメイン以外のリソース や 、 など を登録するもの。
これによりクラスターは外部リソースを提供でき、ユーザーはそのリソースを利用可能となる。

を提供するためのステップは「 」が担う。
拡張リソースの宣言 登録

作成時に拡張リソースを要求

作成時に を要求

リソースの登録
利用状況の提供

拡張リソース
の役割



の実体は、特定のハードウェアリソースを管理するノード
の外部 上で動作する サービス。

を利用することによって、カスタムコードを記述することなく、 に特定のデバイスタイプ ベンダー固有のリソース を提供

はこの を呼び

出してデバイスを発見し、
デバイスステータスを更新。

コンテナを作成する際に、
コンテナの初期化に必要な
デバイスやボリューム、環境
変数の設定を取得。





Deep Learningに必要なGPUリソースは、コンテナ化することによって、
ドライバやフレームワークのバージョン依存から開放される。

AI/MLアプリ開発におけるプラットフォーム管理の煩わしさを排除

オンデマンドでGPUリソースの提供を行い、AI/MLアプリ開発を加速する

Portable: コンテナ化による依存関係の保証

Composability: パイプラインの構築

Scalability: 柔軟なGPUのスケジューリング







開催決定！

東京｜11月8日（木）
ウエスティンホテル東京
〒153-8580 東京都目黒区三田1-4-1

本年度は大阪での開催も予定しております。

大阪｜12月12日（水）ヒルトン大阪

皆さまのご参加をお待ちしております。

https://redhat-forum.jp/



